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私
は
平
成
29
年
４
月
に
着
任
以
来
、

山
北
地
区
の
高
齢
者
の
買
い
物
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
と
12
月
に
は
、
山
北
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
さ
ん
ぽ
く

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
さ
ん
ぽ
く
互
近
所

さ
さ
え
〜
る
隊
と
連
携
し
、
体
操
・

買
い
物
バ
ス
ツ
ア
ー
を
試
験
的
に
行

い
ま
し
た
。「
バ
ス
で
出
か
け
る
」「
体

操
を
教
わ
る
」「
日
常
購
入
で
き
な

い
品
々
を
買
う
」
な
ど
、
普
段
体
験

で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
よ
う
で
、「
み
ん
な
で
お
出
か
け

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来
月

ツ
ア
ー
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

来
年
度
は
買
い
物
ツ
ア
ー
を
定
期
的

に
実
施
し
、
季
節
ご
と
に
必
要
な
商

品
を
買
う
機
会
を
作
り
た
い
で
す
。

さ
ら
に
山
北
地
区
内
の
組
織
・
団
体

や
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
を
発
展
さ
せ
、

買
い
物
支
援
と
地
区
内
商
店
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
組
織
・
団
体
の
力
を
借

り
て
、
自
家
消
費
用
の
余
剰
野
菜
を

集
荷
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
り
、
さ

ん
ぽ
く
軽
ト
ラ
市
で
の
加
工
品
販
売

に
も
挑
戦
し
た
り
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
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高齢者の買い物支援のために

�
▲大型店への買い物ツアー

あさひ互近所ささえ〜る隊の活動紹介
　朝日地区では、今年度３地域で支え合いの仕組みづくりについて考えました。
　檜原集落では、昨年度から３回の座談会を開催。「隣近所の支え合いのある檜原集落」を目標に、「檜原安
心支え合い事業（安否確認）」を４月１日から行います。各組ごとに、世帯全員が普段通りに過ごしているか
を１週間ごとに持ち回りで確認し合い、その中で気づいたことや依頼されたことなどを日誌に記載し、集落
内で共有します。
　長津地区（笹平・瑞雲・釜杭・小揚集落）では、住民アン
ケートの中で「気軽に集まる機会がほしい」との希望が多かっ
たことから、実現に向けて話し合いを進めています。
　薦川集落では、まちづくり協議会が主体となり３回の座談
会を開催し、困っていることの共有化ができました。
　このように朝日地区では支え合いのしくみづくりに向け一
歩一歩進んでいます。３月９日㈯午後１時30分から総合文化
会館で、この３地域の実践発表を予定していますので、ぜひ
ご参加ください。

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53−2111（内線3432）

▲檜原集落の座談会


